
 

令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 河合 小学校 ）     学校番号 ０９４                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 笑顔があふれる学校 きれいな学校 安全な学校 信頼される学校        

          

重 点 目 標 

１ 「できた」「わかった」喜びを味わえる授業実践と地域の教育資源を生かしたSDGｓ教育の推進 
２ 安全・安心な学校づくりに向け、豊かな心と健やかな体の育成と設備・施設の適切な管理 
３ 学校運営協議会と協働し、地域・保護者と一体となった学校運営の推進 
４ 教職員一人ひとりの業務遂行能力向上を図る研修と環境の充実 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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〈現状〉 
○全国学力・学習状況調査では、国語、算数とも
に全国、市平均を下回っている。 

○さいたま市学習状況調査の生活習慣に関する調
査の質問「国語の授業内容はよく分かります
か。」で肯定的な回答の割合が市よりも下回っ
ている。 

○日頃の学習の様子から、基礎的・基本的事項が
身についていない児童が多い。 

〈課題〉 
○全国学力・学習状況調査の結果分析より、国語
は「読む」「書く」力、算数は基礎基本の徹底
が必要である。 

○国語や算数において、基礎的・基本的事項を身
に付けていくことが課題である。 

「できた」「わ
かった」喜び
を味わえる授
業実践 

 
 
 
 
 

①スタディサプリ、ドリルパークを活用

し個に応じた学習の習熟を図る。 

②朝学習の時間を計画的に有効に使い、

国語の読解力と算数の基礎基本を身

に付けさせる。 

③校務用端末を活用し担任が個々の成績

データベースを活用することで具体

的な学力改善策を個人面談等で保護

者に情報提供する。 

④タブレット端末等を使用した調べ学習

を推進し、プレゼンテーション資料

を作成・活用した授業を実践する。 

⑤算数の授業を中心に SA を配置し少人

数指導または個別指導を実施する。 

①スタディサプリ、ドリルパークを授業

や家庭学習で活用できたか。 

②朝の学習の時間に、国語や算数の基礎

的・基本的事項の定着を図る教育計画

が実践されたか。 

③校務用端末で児童の成績管理を適切に

行い、個人面談等で課題や具体的な方

策を伝えることができたか。 

④年間に 1 回以上、タブレット端末を使

った授業を公開したか。 

⑤算数科における少人数指導、ティーム

ティーチングを実施し、知識・技能に

関する正答率を７０％以上とする。 

 

 

 

  

地域の教育資源
を生かした 
SDGｓ教育の推
進 

①総合的な学習の時間における体験活動

を中心に、教科横断的に探究活動を

実施する。 

①学校評価（保護者）「学校では～体験

したりする授業を行っている」項目の

肯定的な回答の割合が 80％以上とな

ったか。 
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〈現状〉 
○全国学力・学習状況調査の結果の生活習慣に関
する調査の「人が困っているときは進んで助け
ている」や「学校に行くのは楽しい」で市の平
均を大きく上回っている。 

○昨年度の保護者による学校評価で「学校は児童
の事故防止に努め、施設・設備の安全に配慮し
ている」「児童が落ち着いて学習・生活できる
環境整備がなされている」で肯定的な回答が、
約 9 割であった。 

<課題> 
○今年度は特別支援学級が設置されず、特別な配
慮を要する児童に対するさらなる支援が必要で
ある。 

○施設・設備の老朽化が進み、計画的な修繕・保
守が必要である。 

豊かな心と健や
かな体の育成 
 
 
 
 
 
 
 

①「心を潤す 4 つの言葉」を意識させ、

規律ある態度を育成する。 

②「いのちの支え合い」を学ぶ授業や道

徳教育を中心に、命の尊さ・思いや

りの心・規範意識等について自分の

事として向き合い考えを深める。 

③食育を推進し、地元食材を使った給食

の提供をする。  

①学校評価（児童）「進んであいさつを

している」項目の肯定的な回答の割合

が 90％以上であったか。 

②学校評価（児童）「友達を思いやり仲

良く助け合っている」項目の肯定的な

回答の割合が 90％以上であったか。 

③給食回数の 1/3 で地元食材を提供でき

たか。 

   

  

適切な設備・施
設の管理 
 
 
 
 
 
 

①安全点検の確認と修繕の即時対応の確

認をする。 

②清掃活動を充実させ廊下や教室に余計

な物がない状態、ゴミや物が落ちて

いない状態を維持する。 

③「人権の花運動」でプランターを整備

し校庭を花いっぱいにし、明るい環

境をつくる。 

④家庭科の教材・教具を中心に安全安心

で最新のものに更新する。 

①学校評価（保護者）「学校では～施

設・設備の安全に配慮している」項目

の肯定的な回答の割合が 80％以上と

なったか。 

②教職員による評価「清掃活動を徹底

し、清潔で整頓された教育環境を維持

している」項目の肯定的な回答の割合

が 80％以上となったか。 

③季節ごとに校庭の花草が植え替えられ

ているか。 

④家庭科の教材・教具が最新のものにな

っているか。 
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<現状> 
○昨年度、学校運営協議会準備委員会において、
本校の重点指導項目（あいさつの励行、規範意
識の醸成等）を共有し、本年度の学校経営方針
に取り入れた。 

<課題> 
○学校運営協議会準備委員会で共有した指導項目
を地域・家庭等に周知し、共通理解の下一体と
なって取り組んでいく。 

○学校運営協議会に保護者の意見をさらに反映さ
せるべく委員に保護者（現在 1 名）を追加す
る。 

○学校運営協議会の熟議の進行の仕方を工夫し、
より闊達な意見交換ができるようにする。 

重点指導項目の
周知と継続的な
教育活動の推進 
 

①学校運営協議会を年 3 回開催し、熟議

をもとに協働活動を行う。 

第１回 地域で育てたい力等について 

第２回 地域で育てたい力の実現に向け

た方策について 

第３回 基本方針の確認と次年度の学校

経営方針案の仮承認 

②地域や保護者へ教育活動の情報発信を

学校安心メールや HP、teams や foams

を活用してデジタル化し確実に情報共

有する 

①学校運営協議会を年 3 回実施し、委員

とともに学校運営について十分な協議

ができたか。 

②学校評価（保護者）「各種たよりやホ

ームページ、学校安心メール等で積極

的に情報を提供している」項目の肯定

的な回答の割合が 80％以上となった

か。 
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<現状> 
○教職員一人ひとりが ICT を研修、活用し業務を
効率化、時間短縮化ができるようになってき
た。 

○昨年度、日課や学校行事の見直しを行い、ゆと
りをもった教育活動を計画した。 

<課題> 
○教職員数が少なく、一人ひとりに係る校務分掌
の数が多いので、さらなる業務の効率化を行
い、教材研究の時間を確保することが課題であ
る。 

教職員一人ひと
りが職務遂行能
力向上を図る研
修と環境の充実 

①「よい授業」の４因子を意識した授業

を実施し、教員一人ひとりに目標因子

を設定させる。 

②河合小スタンダード２０２２を策定

し、よりよい教職員関係の構築と共通

行動が取れるようにする。 

③エバンジェリストを中心に ICT活用の

研修を充実させ、授業実践及び担当業

務に生かす。 

①よい授業アンケートの一人ひとりに合

わせた目標の因子が２pt 向上した

か。 

②教職員による評価「共通理解を心が

け、指導している」項目の肯定的な回

答の割合が 80％以上となったか。 

③教職員による評価「研究授業を通し

て、指導力が向上した」項目の肯定的

な回答の割合が 80％以上となった

か。 

 

 

 

  

 


